






































































































































































































































ランス語原文では notre monsieur à l＇habit marron とされているように、「私た
ちの」という所有形容詞が使用されている。また、「カロリーヌ、常連さんがも
う一人増えたよ。今までこれほどの人はいなかったね。」︵₁₈︶ という描写でも、































































































































































































































































































































































































（⋮）」︵₄₄︶ このカロリーヌの言葉の lui から toi への展開には、彼女の彼への特別
























































































































































（ ₁ ） 荻野昌利『視線の歴史―＜窓＞と西洋文明』、世界思想社、₂₀₀₄年、₁₀頁。















るあの黄色い光をそこに流していた。」Honoré de Balzac, La Maison du chat-qui-
pelote, éd. Pierre-Georges Castex, Paris, Gallimard, coll. «Bibliothèque de la Pléiade»、
























（ ₄ ） La Maison du chat-qui-pelote, op.cit., p.₄₀.
（ ₅ ） Honoré de Balzac, Une double famille, éd. Pierre-Georges Castex, Paris, Gallimard, 
coll. «Bibliothèque de la Pléiade», tome II, ₁₉₇₆, p.₁₈.




うとするまなざしが注がれると述べている。Andrea Del Lungo, «L＇intérieur balzacien: 
du chaos social au désordre individualisé», Romatisme no₁₆₈, ₂₀₁₅, p.₄₁.
（ ₇ ） 村田京子『ロマン主義文学と絵画――₁₉世紀フランス「文学的画家」たちの挑
戦』、新評論、₂₀₁₅年、₂₂頁。
（ ₈ ） La Maison du chat-qui-pelote, op.cit., p.₄₄.








（₁₆） Une double famille, op.cit., p.₂₁.
（₁₇） Ibid., p.₂₁.
（₁₈） Ibid., p.₂₁.
（₁₉） Eric Bordas, Balzac, discours et détours. - Pour une stylistique de l＇énonciation 
romanesque-, Presses universitaires du Mirail, ₁₉₉₇, pp.₂₆₆-₂₆₇.
（₂₀） スティーヴン・カーン『視線』、高山宏訳、研究社、₂₀₀₀年、₄₃頁。
















（₂₇） Une double famille, op.cit., p.₂₄.
（₂₈） Ibid., pp.₂₄-₂₅.
（₂₉） Pierre Loubier, «Balzac et le flâneur», L＇Année balzacienne, Presse Universitaires 











（₃₂） Une double famille, op.cit., p.₂₅.
（₃₃） Ibid., pp.₂₅-₂₆.
（₃₄） Ibid., pp.₂₂-₂₃.
（₃₅） Ibid., pp.₂₅-₂₆.
（₃₆） Ibid., p.₂₆.
（₃₇） Ibid., p₂₇.
（₃₈） Ibid., p.₃₀.
（₃₉） Ibid., p.₃₀.
（₄₀） Ibid., p.₃₀.
（₄₁） Ibid., p.₃₁.
（₄₂） Ibid., p.₃₆.
（₄₃） Ibid., p.₃₇.
（₄₄） Ibid., p.₃₇.
（₄₅） Ibid., p.₄₂.
（₄₆） Ibid., p.₇₇.
（₄₇） Ibid., p.₇₈.
（₄₈） Ibid., pp.₇₈-₇₉.
（₄₉） 高岡尚子「ジョルジュ・サンド『アンドレ』・『オラース』に描かれる₁₉世紀フ
ランス女性労働者たちの空間」、『女性学研究』、₂₀₀₉年、₁₆号、₅-₆頁。村田京子
『娼婦の肖像―ロマン主義的クルチザンヌの系譜』、新評論、₂₀₀₆年、₂₅₇-₂₆₈頁。
（₅₀） 高岡尚子、前掲論文、₂-₄頁。
（₅₁） 村田京子、前掲書、₂₅₇-₂₆₈頁。
